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1 はじめに
椅子に座って作業することが多いオフィスワーカの

生産性や作業効率の向上のためには，ワークプレイス

において快適に作業に取り組めるようにすることが重

要である．また，好ましくない姿勢で長時間椅子に座

り続けることは腰や肩への負担 [1]を招き，作業に支障

をきたす恐れがある．そこで，我々はオフィスワーカの

作業効率の向上や健康を維持するために着座姿勢に基

づいたワークプレイスの高機能化を提案する．既存研

究で着座姿勢に基づいたインタラクション手法 [2][3]が

提案されているが，圧力センサを用いているため椅子

本来の性能が損なわれる恐れやオフィス向けでない等

の課題がある．本研究では，椅子本来の性能を失わな

いように複数のモーションセンサを取り付けたオフィ

スチェアからセンサデータを収集し，機械学習を用い

て多様な着座姿勢を推定する．また，その結果から長

時間同じ姿勢で座っているときは休憩の通知，離床時

には PCの画面を消灯，長時間作業を行って一息つく

ために椅子に深くもたれたときはコーヒーを自動で淹

れるなどのワークプレイスの高機能化を検討する．

2 着座姿勢推定手法
ワークプレイスの高機能化を目指すために，オフィ

スワーカの姿勢をリアルタイムで推定する必要がある．

姿勢推定を行うにあたって加速度，磁気，ジャイロを計

測可能な 9軸センサである InvenSense社のMPU9250

をオフィスチェアに図 1で示すように座面に 6つ，背

面に 2つ，計 8つを後述する着座姿勢を推定するため

に必要な位置に取り付けた．なお，今回使用するセン

サは 9 軸センサのうち 3 軸加速度センサのみである．
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図 1: センサの取り付け位置

表 1: 推定する着座姿勢
左右の傾き 前後の傾き 前後の座る位置

左 前傾 前座

中央（傾きなし） 直立 奥座

右 後傾

また，オフィスチェアには岡村製作所が販売している

オフィスチェアのなかで最も普及している「コンテッ

サ」を用いる．本研究で推定する姿勢は表 1に示すよ

うに岡村製作所が過去に行った調査で確認した着座姿

勢や着座姿勢として考えられる姿勢として挙げられる

左右の傾き 3通りや前後の傾き 3通り，前後の座る位

置 2通りの組み合わせである 18通りである．加えて，

着座している人の有無も推定する．

2.1 着座姿勢推定アルゴリズム

オフィスチェアに取り付けた 8つの 3軸加速度セン

サのセンサデータから機械学習を用いて着座姿勢を推

定する．各 3軸加速度センサで収集するセンサデータ

からオフィスチェアに人が着座していない状態から人

が着座したときの加速度センサの相対的な角度の変化

を算出した値を特徴量として，左右の傾き，前後の傾

き，前後の座る位置のそれぞれを推定する学習モデル

を構築する．また，着座している人の有無の学習モデ

ルはオフィスチェアに人が着座していない状態のセン

サデータを用いて構築する．構築した学習モデルを用

いて 18通りの姿勢および着座してる人の有無を 1秒

ごとに推定する．
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2.2 着座姿勢推定精度

着座姿勢推定の精度を評価するために，被験者 20名

に 3軸加速度センサを取り付けたオフィスチェアに 18

通りの姿勢を各 10 回座ってもらい，着座時のセンサ

データを収集し，交差検証で精度を測った．その際，左

右の傾きの推定精度は 95.1%，前後の傾きの推定精度

は 85.8%，前後の座る位置の推定精度は 99.2%，着座

している人の有無の推定精度は 100%であった．

3 ワークプレイスの高機能化
椅子に座って作業することが多いオフィスワーカの

作業効率向上や身体的および心的負担を軽減するため

のワークプレイスの高機能化に関するアイデアを検討

する．本章では，着座姿勢の観測時間や観測対象によっ

て発動するアプリケーション例を表 2に示す．観測時

間は瞬間の出来事に対する数秒から数分のものや 60分

単位，1日単位のもの，長いものは数日以上観測するも

ので分類した．また，観測対象は観測時間内にて発生

しうる身体動作や心的状態を示し，それらに対応する

アプリケーションを挙げている．以降の各節では，各

観測時間で挙げているアプリケーション例の中からい

くつかのアプリケーションを取り上げて具体的な内容

を説明する．

3.1 数秒から数分で発動するアプリケーション

数秒から数分で発動するアプリケーションで挙げて

いるフォントサイズの変更は上半身が前傾姿勢になっ

た場合，画面の文字が見えづらいと想定して自動でフォ

ントサイズを大きくし，全画面表示は上半身を背もた

れに預けるような後傾姿勢になったときに動画を見る

と判断して全画面で表示する．また，照明のON/OFF

は離席したときに自動で照明や電源を OFFにするこ

とで省エネに繋がり，着席した際は ONすることで速

やかに作業に取り組めるようになると考えている．

3.2 60分程度で発動するアプリケーション

オフィスワーカが集中して作業しているときは生産

性が高い状態であり，周囲の人に集中状態を妨げない

ように行動を促す必要がある．集中時は姿勢の変化が

少ないと考え，そのような状態を検知したときは周囲

に集中していることを周知させるアプリケーションを

利用することで作業効率を維持する．だが，長時間同

じ姿勢で集中して作業を行うことは，集中が切れた途

端に疲労感に襲われる可能性があるだけでなく，腰痛

の原因になる．そのため，適度に休憩を挟むことが必

要であり，ストレッチの通知や姿勢の変更を促す．

表 2: ワークプレイスの高機能化のためのアイデア

観測時間 観測対象 アプリケーション例　

数秒から数分 ・離着席 ・フォントサイズの変更

・貧乏ゆすり ・全画面表示

・姿勢の変化 ・アクティブウィンドウの変更

・椅子の回転 ・備忘録の表示

・プリンタで印刷

・照明や電源の ONOFF

・アロマを焚く

60分程度 ・集中度 ・照明制御

・疲労度 ・コーヒーを注ぐ

・眠気 ・姿勢変容

・同じ姿勢を続けている時間 ・適切な椅子のパラメータ調整

・好ましくない姿勢 ・ストレッチの通知

・周囲への行動変容

・昇降机が上昇または下降する

1日 ・好ましくない姿勢 ・マッサージのレコメンド

・着座ログ ・1日の着座時間の表示

・1日の姿勢の統計の表示

数日以上 ・着座ログ ・腰痛の疑いを通知

・体重の変化の記録

・コミュニケーション量の計測

3.3 1日の終わりに発動するアプリケーション

デスクワークが終わった一日の終わりに，その日の

着座姿勢の統計や着座時間を表示し，好ましくない姿

勢が多かった場合はマッサージを推薦することで身体

が不調を予防する．

3.4 数日以上観測して発動するアプリケーション

日々の変化を観測するアプリケーションとして，座

面に取り付けた加速度センサの傾き具合から体重を推

定することや着座姿勢が好ましくない状態が長期間続

く場合は腰痛を示唆するなどの健康管理を行う．

4 おわりに
本稿では，着座姿勢に基づくワークプレイスの高機

能化として様々なアプリケーションを提案した．今後

の課題として，提案したアプリケーションの中からオ

フィスワーカにとって最も有益となるものを実装する．
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